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(57)【要約】　      （修正有）【課題】電池の全高さが 
決定されている条件下で電池シェルの高さをさらに向上 
し、電池の有効スペースの容量を増加させる、容量増加 
型のリチウム電池カバープレートを提供する。
【解決手段】２つの電極貫通穴を備えたカバープレート 
本体１を含み、２つの電極圧板は、絶縁モードで２つの 
電極貫通穴にそれぞれ連結され、下部絶縁パッド４はカ 
バープレート本体の下に連結され、下部絶縁パッドの下 
に位置される２つの電極連結シート５は、各自に対応す 
る電極貫通穴を介して２つの電極圧板３にそれぞれ電気 
的に接触するリチウム電池カバープレートであって、各 
電極貫通穴の下部には、沈下して内側へ反転した底縁部 
６が設けられ、且つ底縁部の高さ位置がカバープレート 
本体の底面位置より低くなり、電極圧板の沈下設置スペ 
ースを形成することを特徴とする極小の肩高さを有する 
容量増加型のリチウム電池カバープレート。
【選択図】図３

審査請求　有　請求項の数　6　　ＯＬ　（全7頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
２ つ の 電 極 貫 通 穴 を 備 え た カ バ ー プ レ ー ト 本 体 を 含 み 、 ２ つ の 電 極 圧 板 は 、 絶 縁 モ ー ド で  
２ つ の 電 極 貫 通 穴 に そ れ ぞ れ 連 結 さ れ 、 下 部 絶 縁 パ ッ ド は カ バ ー プ レ ー ト 本 体 の 下 に 連 結  
さ れ 、 下 部 絶 縁 パ ッ ド の 下 に 位 置 さ れ る ２ つ の 電 極 連 結 シ ー ト は 、 各 自 に 対 応 す る 電 極 貫  
通 穴 を 介 し て ２ つ の 電 極 圧 板 に そ れ ぞ れ 電 気 的 に 接 触 す る リ チ ウ ム 電 池 カ バ ー プ レ ー ト で  
あ っ て 、
各 電 極 貫 通 穴 （ ２ ） の 下 部 に は 、 沈 下 し て 内 側 へ 反 転 し た 底 縁 部 （ ６ ） が 設 け ら れ 、 且 つ  
底 縁 部 （ ６ ） の 高 さ 位 置 が カ バ ー プ レ ー ト 本 体 （ １ ） の 底 面 位 置 よ り 低 く な り 、 電 極 圧 板  
の 沈 下 設 置 ス ペ ー ス を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 極 小 の 肩 高 さ を 有 す る 容 量 増 加 型 の リ チ  
ウ ム 電 池 カ バ ー プ レ ー ト 。
【 請 求 項 ２ 】
電 極 貫 通 穴 （ ２ ） は 上 部 フ ラ ン ジ （ ７ ） を 備 え 、 そ れ ぞ れ の 電 極 貫 通 穴 （ ２ ） に 配 置 さ れ  
た 電 極 圧 板 （ ３ ） は す べ て シ ー ル ワ ッ シ ャ ー （ ８ ） が 敷 か れ 、 そ れ ぞ れ の 電 極 圧 板 （ ３ ）  
の 外 周 に は す べ て 絶 縁 リ ン グ （ ９ ） が ス リ ー ブ さ れ 、 電 極 貫 通 穴 （ ２ ） の 上 部 フ ラ ン ジ （  
７ ） は 内 側 へ 反 転 し て 絶 縁 リ ン グ （ ９ ） を 圧 接 す る こ と に よ り 、 電 極 シ ー ル 構 造 を 形 成 す  
る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 極 小 の 肩 高 さ を 有 す る 容 量 増 加 型 の リ チ ウ ム 電 池  
カ バ ー プ レ ー ト 。
【 請 求 項 ３ 】
シ ー ル ワ ッ シ ャ ー （ ８ ） と 接 触 し て シ ー リ ン グ さ れ る 箇 所 の 電 極 圧 板 （ ３ ） の 下 端 面 及 び  
電 極 貫 通 穴 （ ２ ） の 底 縁 部 （ ６ ） の 上 表 面 に は 、 す べ て 波 形 へ こ み （ １ ０ ） が 設 け ら れ 、  
シ ー ル 補 強 構 造 を 形 成 す る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 極 小 の 肩 高 さ を 有 す る 容  
量 増 加 型 の リ チ ウ ム 電 池 カ バ ー プ レ ー ト 。
【 請 求 項 ４ 】
電 極 圧 板 （ ３ ） の 外 周 壁 の 輪 郭 は 、 非 円 形 で あ り 、 絶 縁 リ ン グ （ ９ ） の 内 周 壁 と 外 周 壁 の  
輪 郭 及 び 電 極 貫 通 穴 （ ２ ） の 内 周 壁 も 対 応 し て 非 円 形 で あ り 、 互 い に 整 合 し て 回 転 防 止 構  
造 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 又 は 請 求 項 ３ に 記 載 の 極 小 の 肩 高 さ を 有 す る 容 量  
増 加 型 の リ チ ウ ム 電 池 カ バ ー プ レ ー ト 。
【 請 求 項 ５ 】
カ バ ー プ レ ー ト 本 体 （ １ ） の 上 部 及 び 電 極 貫 通 孔 （ ２ ） の 上 部 フ ラ ン ジ （ ７ ） の 外 周 に ク  
ラ ン ピ ン グ 装 飾 リ ン グ （ １ １ ） が 覆 わ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 又 は 請 求 項 ３ に  
記 載 の 極 小 の 肩 高 さ を 有 す る 容 量 増 加 型 の リ チ ウ ム 電 池 カ バ ー プ レ ー ト 。
【 請 求 項 ６ 】
カ バ ー プ レ ー ト 本 体 （ １ ） の 上 部 及 び 電 極 貫 通 孔 （ ２ ） の 上 部 フ ラ ン ジ （ ７ ） の 外 周 に ク  
ラ ン ピ ン グ 装 飾 リ ン グ （ １ １ ） が 覆 わ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 極 小 の  
肩 高 さ を 有 す る 容 量 増 加 型 の リ チ ウ ム 電 池 カ バ ー プ レ ー ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 リ チ ウ ム 電 池 の 部 品 に 関 す る も の で あ る 。 特 に 、 リ チ ウ ム 電 池 カ バ ー プ レ ー ト  
に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
高 容 量 の リ チ ウ ム 電 池 の シ ェ ル ス ペ ー ス を 可 能 な 限 り 有 効 的 に 活 用 す る 必 要 が あ る が 、 対  
応 す る コ ン パ ニ オ ン 部 品 と し て の カ バ ー プ レ ー ト は 、 電 極 圧 板 、 シ ー ル ワ ッ シ ャ ー 、 絶 縁  
リ ン グ 等 の 電 極 組 立 体 を カ バ ー プ レ ー ト 上 に 設 計 及 び 組 み 立 て る こ と が で き 、 下 部 の シ ェ  
ル ス ペ ー ス の 占 拠 を 削 減 す る 。 し か し な が ら 、 こ の よ う に 配 置 さ れ た 電 極 圧 板 の 表 面 は 、  
カ バ ー プ レ ー ト 本 体 の 上 表 面 よ り 明 ら か に 高 く 、 多 く の リ チ ウ ム 電 池 は 肩 高 さ に 明 確 な 制  
限 又 は リ チ ウ ム 電 池 の シ ェ ル の 底 部 か ら 電 極 圧 板 の 表 面 ま で の 全 高 さ に 仕 様 の 制 限 が あ り  
、 完 全 に カ バ ー プ レ ー ト の 上 に 位 置 す る 電 極 組 立 体 は 、 む し ろ 電 池 シ ェ ル の 高 さ の さ ら な  
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る 向 上 を 妨 げ 、 電 池 シ ェ ル の 有 効 的 な 利 用 空 間 を よ り 充 分 に 開 発 す る の に 好 ま し く な い 。
【 発 明 の 概 要 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
本 発 明 は 、 従 来 技 術 の 欠 陥 を 解 決 す る た め に 、 構 造 が 合 理 的 で あ り 、 電 池 シ ェ ル の 高 さ を  
向 上 で き る 極 小 の 肩 高 さ を 有 す る 容 量 増 加 型 の リ チ ウ ム 電 池 カ バ ー プ レ ー ト を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
本 発 明 は 、 ２ つ の 電 極 貫 通 穴 を 備 え た カ バ ー プ レ ー ト 本 体 を 含 み 、 ２ つ の 電 極 圧 板 は 、 絶  
縁 モ ー ド で ２ つ の 電 極 貫 通 穴 に そ れ ぞ れ 連 結 さ れ 、 下 部 絶 縁 パ ッ ド は カ バ ー プ レ ー ト 本 体  
の 下 に 連 結 さ れ 、 下 部 絶 縁 パ ッ ド の 下 に 位 置 さ れ る ２ つ の 電 極 連 結 シ ー ト は 、 各 自 に 対 応  
す る 電 極 貫 通 穴 を 介 し て ２ つ の 電 極 圧 板 に そ れ ぞ れ 電 気 的 に 接 触 し て お り 、 各 電 極 貫 通 穴  
の 下 部 に は 、 沈 下 し て 内 側 へ 反 転 し た 底 縁 部 が 設 け ら れ 、 且 つ 底 縁 部 の 高 さ 位 置 が カ バ ー  
プ レ ー ト 本 体 の 底 面 位 置 よ り 低 く な り 、 電 極 圧 板 の 沈 下 設 置 ス ペ ー ス を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
さ ら に 、 電 極 貫 通 穴 は 上 部 フ ラ ン ジ を 備 え 、 そ れ ぞ れ の 電 極 貫 通 穴 に 配 置 さ れ た 電 極 圧 板  
は す べ て シ ー ル ワ ッ シ ャ ー が 敷 か れ 、 そ れ ぞ れ の 電 極 圧 板 の 外 周 に は す べ て 絶 縁 リ ン グ が  
ス リ ー ブ さ れ 、 電 極 貫 通 穴 の 上 部 フ ラ ン ジ は 内 側 へ 反 転 し て 絶 縁 リ ン グ を 圧 接 す る こ と に  
よ り 、 電 極 シ ー ル 構 造 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 、 さ ら に 、 シ ー ル ワ ッ シ ャ ー と 接 触 し て シ ー リ ン グ さ れ る 箇 所 の 電 極 圧 板 の 下 端 面 及  
び 電 極 貫 通 穴 の 底 縁 部 の 上 表 面 に は 、 す べ て 波 形 へ こ み が 設 け ら れ 、 シ ー ル 補 強 構 造 を 形  
成 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 は 、 合 理 的 な 構 造 を 有 し 、 電 極 圧 板 の 厚 さ を 減 ら さ な い こ と を 前 提 と し て 、 電 極 貫  
通 穴 の 下 部 の 沈 下 設 計 を 利 用 す る こ と に よ り 、 電 極 圧 板 の 沈 下 設 置 を 実 現 す る こ と が で き  
る 。 即 ち 、 電 極 圧 板 の 表 面 と カ バ ー プ レ ー ト 本 体 の 上 面 と の 高 さ を 縮 小 ま た は 同 じ 水 準 に  
保 つ こ と で 、 電 池 の 全 高 さ が 決 定 さ れ て い る 条 件 下 で 電 池 シ ェ ル の 高 さ を さ ら に 向 上 で き  
、 電 池 の 有 効 ス ペ ー ス の 容 量 を 増 加 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
以 下 の 図 面 及 び 実 施 形 態 を 参 照 し な が ら 、 本 発 明 を さ ら に 説 明 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 実 施 形 態 の 主 な 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 実 施 形 態 の 分 解 概 略 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 図 １ の Ａ － Ａ 断 面 に お け る 局 部 の 断 面 拡 大 概 略 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 上 部 フ ラ ン ジ が 内 側 へ 反 転 し て い な い 状 態 で の カ バ ー プ レ ー ト 本 体 の 局  
部 の 断 面 拡 大 概 略 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 図 ４ の Ｂ － Ｂ に お け る 断 面 拡 大 概 略 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 図 ２ に お け る 正 極 圧 板 の 概 略 底 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 電 極 連 結 シ ー ト の 別 の 状 態 の 概 略 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
図 １ ～ 図 ５ に 示 す よ う に 、 カ バ ー プ レ ー ト 本 体 １ に は ２ つ の 電 極 貫 通 穴 ２ が 設 け ら れ 、 正  
電 極 お よ び 負 電 極 と し て 機 能 す る ２ つ の 電 極 圧 板 ３ は 、 絶 縁 モ ー ド で ２ つ の 電 極 貫 通 穴 ２  
に そ れ ぞ れ 連 結 さ れ 、 下 部 絶 縁 パ ッ ド ４ は カ バ ー プ レ ー ト 本 体 １ の 下 に 連 結 さ れ 、 下 部 絶  
縁 パ ッ ド ４ の 下 に 位 置 さ れ る ２ つ の 電 極 連 結 シ ー ト ５ は 、 各 自 に 対 応 す る 電 極 貫 通 穴 ２ を  
介 し て ２ つ の 電 極 圧 板 ３ に そ れ ぞ れ 電 気 的 に 接 触 す る 。 各 電 極 貫 通 穴 ２ の 下 部 に は 、 沈 下  
し て 内 側 へ 反 転 し た 底 縁 部 ６ が 設 け ら れ 、 且 つ 底 縁 部 ６ の 高 さ 位 置 が カ バ ー プ レ ー ト 本 体  
１ の 底 面 位 置 よ り 低 く な り 、 電 極 圧 板 の 沈 下 設 置 ス ペ ー ス を 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 実 施 形 態 に お い て 、 電 極 貫 通 穴 ２ は 上 部 フ ラ ン ジ ７ を 備 え 、 そ れ ぞ れ の 電 極 貫 通 穴 ２ に  
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配 置 さ れ た 電 極 圧 板 ３ は す べ て シ ー ル ワ ッ シ ャ ー ８ が 敷 か れ 、 そ れ ぞ れ の 電 極 圧 板 ３ の 外  
周 に は す べ て 絶 縁 リ ン グ ９ が ス リ ー ブ さ れ 、 電 極 貫 通 穴 ２ の 上 部 フ ラ ン ジ ７ は 内 側 へ 反 転  
し て 絶 縁 リ ン グ ９ を 圧 接 す る こ と に よ り 、 電 極 シ ー ル 構 造 を 形 成 す る 。 図 ６ に 示 す よ う に  
、 シ ー ル ワ ッ シ ャ ー ８ と 接 触 さ れ て シ ー リ ン グ す る 箇 所 の 電 極 圧 板 ３ の 下 端 面 及 び 電 極 貫  
通 穴 ２ の 底 縁 部 ６ の 上 表 面 に は 、 す べ て 波 形 へ こ み １ ０ が 設 け ら れ 、 シ ー ル 補 強 構 造 を 形  
成 す る 。 波 形 へ こ み １ ０ の 存 在 に よ り 、 シ ー ル ワ ッ シ ャ ー ８ の 表 面 に よ り 十 分 且 つ 確 実 に  
接 触 で き 、 シ ー ル 性 能 が よ り 強 く な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
電 極 圧 板 ３ の 外 周 壁 の 輪 郭 は 、 多 歯 形 状 等 の 非 円 形 で あ り 、 絶 縁 リ ン グ ９ の 内 周 壁 と 外 周  
壁 の 輪 郭 及 び 電 極 貫 通 穴 ２ の 内 周 壁 も 対 応 し て 非 円 形 で あ り 、 互 い に 整 合 し て 回 転 防 止 構  
造 を 形 成 す る 。 こ の よ う な 回 転 防 止 構 造 構 造 は 、 信 頼 性 が 高 く 、 大 き な 回 転 ト ル ク を 受 け  
て も ね じ れ な い こ と が 保 証 さ れ 、 リ チ ウ ム 電 池 の 使 用 安 全 性 が 大 幅 に 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 実 施 形 態 は 、 カ バ ー プ レ ー ト 本 体 １ の 上 部 及 び 電 極 貫 通 孔 ２ の 上 部 フ ラ ン ジ ７ の 外 周 に  
ク ラ ン ピ ン グ 装 飾 リ ン グ １ １ が 覆 わ れ て い る の で 、 隙 間 を 遮 蔽 す る こ と が で き 、 美 観 的 で  
防 塵 で き る 。 図 ７ 示 す よ う に 、 電 極 連 結 シ ー ト ５ は 、 垂 直 タ ブ 型 の フ ル タ ブ 構 造 を 採 用 す  
る こ と に よ り 、 さ ま ざ ま な 電 池 要 件 に 適 用 可 能 で あ る 。
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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